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生涯学習指導者の研修の現状と課題５３

涯学習を振興していく視点に立ち，生涯学習の指導者の養成．確保の役割を
担い，研修事業を実施している。
この生涯学習指導者研修事業は，従来の千葉県総合教育センター生涯教育

部における事業と教育庁社会教育課成人教育係所管の事業を継承するととも
に，さらに充実・発展させたものである。平成９年４月から本格的に稼働し，
現在２年目を迎えるところである。
平成９年度の研修事業は，県民プラザとして初めてのものであり，手探り

状態で進んでいった１年だったという感もある。以下，平成９年度の事業の
概要について述べる。
なお県民プラザでは，生涯学習指導者対象で特定分野の専門的知識や技術

を身につけるためのインストラクター的講座（例：パソコン講座，ビデオ編
集講座，陶芸教室など）も数多く実施しているが，それについては，ここで
は取り上げていない。

①研修の対象と内容について
県民プラザでの研修事業は，大きく「行政関係職員」「教職員」「県民指導

者（グループ・団体のリーダー)」の３つの対象に分けている。それぞれの
研修の趣旨は以下のようになっている。
ア行政関係職員
県民の学習要求に応え，主体的な学習活動を支援し促進するため，また適

切な学習機会を提供するため，県および市町村の生涯学習関係行政職員の，
企画・調整・相談等の支援能力を高める研修を実施している。
イ 教 職 員
学校が生涯学習の基礎を培う場として重要であるという認識を深めるとと
もに，職員自らが生涯学習に取り組むことにより，自己の充実・向上に結び
つき学校教育にも好ましい影響を与えることができるという観点から幼稚園，
小・中・高等学校，盲・聾・養護学校，私立学校の職員の研修を実施してい
る。
ウ県民指導者（グループ・団体等のリーダー）
県民の学習者が，主体的に生涯学習団体等のリーダーはもとより，生涯学

習のあらゆる場面でコーディネーター，ファシリテーター，ボランティアと
して活躍する場面も増えていることから，団体の運営，企画・調整，助言等
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5８特集生涯学習を支える研修

逆に学校教育の立場から生涯学習を推進する内容の講座に関しては，さほど
関心は高くなかった。
学校において生涯学習に関する一層の理解を図るため，一般教員対象の研

修と同時に指導層の職員に対する研修も今後考えていく予定である。
ウ県民の指導者対象の講座
グループ・団体の運営，情報発信の方法，リーダーの心構えなどといった

内容の研修を実施したが，さまざまな立場の受講者がおり，評価もさまざま
であった。
なお，以下に県民の指導者対象の講座の事例として「女性リーダーズセミ

ナー」を紹介する。

⑤県民指導者対象「女性リーダーズセミナー」の事例から
ア講座の趣旨
近年，情報化，高齢化，国際化等の進展，就業構造の変化などにより女性

の生き方も多様化してきてる。こうした中で，男女がともに地域社会に参画
し，より豊かな地域社会をつくるため，地域で活躍する女性たちへの期待が
ますます大きくなってる。このような状況に対応するために，地域に貢献す
る女性リーダーの育成を目的として開催したものである。
イ参加対象者
参加対象者は以下のいずれかに該当する人であり，定員は50名である。
・各種婦人団体，グループ，サークル等のリーダーおよび将来リーダーとし
て活躍したい方。
。「婦人学級」等のリーダー。
・市町村の婦人教育担当者，婦人会館職員，公民館職員等。．
・婦人教育，女性問題,ボランティア活動に関心のある方。
実際に参加した方は，市町村からの推薦者２６名（行政職員４名，婦人会

等女性団体関係者１６名，子ども会等の団体関係者６名）と一般応募者２６
名（こちらは，地域で活動しているグループに所属する者１２名，関心のあ
る者１４名）であった。



生涯学習指導者の研修の現状と課題５９

ウ学習プログラム

月日 時間 一

テ ー マ 内 容 方法 講師等

10/７
火

１0:０0
～

10:２0
～

11:0０

11:００
～

12:0０

13:0０
～

15:0０

開 講 式
千 葉 県 の 女 性
施 策 の 概 要

仲 間 づ く り

ともに生きる社会
を-よりよい人間関
係づくりをめざし
て 一

男女平等参画型社会の
実現に向けた千葉県に
おける事業施策を紹介
する ◎

自己紹介，仲間作りを
行う ◎

自分自身が社会で輝い
て生きるために重要と
なる周囲の人々とのよ
りよい人間関係づくり
の方法を知る。

講 義

ワ ー ク
シ ョ ッ
プ

講 演

女性センター
職 貝

プラザ職員

エッセイスト

10／1５
水

1０:00
～

5:０0

社 会 参 画 を 支 援
す る た め の 学 習
プ ロ グ ラ ム

女性の社会参画を支援
するための様々な学習
プログラムの立て方な
どについて研修する。

演 習 女 性 会 館
職 員

10／2１
火

1０:０0
～

15:0０
再 発 見

私 自 身

知っているようで知ら
ない自分自身を見つめ
直し自分らしく生きる
ための気づきを得るた
めのワークショップを
行う ◎

ワ ー ク
シ ョ ッ
プ

カウンセラー

10/2９
水

10:00
～ ･

15:0０
ネットワーキング
と情報発信の方法

女性団体のネットワー
ク作りの必要性を理解
し その手法を学ぶと
ともにミニコミ等を使っ
た情報発信の方法につ
いて事例をもとに学ぶ。

事 例
発 表
演 習
シ ン ポ
ジ ウ ム

書籍編集者
ミ ニ コ ミ
発 行 者

10/30
木

10:00
～

１２:００

13:00
～

１５:00

生 涯 学 習 と
ボ ラ ン テ ィ ア

参 加 者 交 流 会

ボランティアコーディ
ネーターとしての活動，
ボランティア実践者の
活動から生涯学習のあ
り方を考える。

参加者それぞれの活動
を発表し，情報交換の
場とする。

事 例
発 表

発 表

ポランティ
ア ２ 名



60特集生涯学習を支える研修
エ学習方法について
学習方法については，講義一辺倒にならないよう，講演・ワークショップ・

演習・事例発表・シンポジウム・参加者の交流会など多様な方法を取り入れ
たことにより，受講者の間でも好評であった。今後一層，ワークショップな
ど参加者の主体性を促す学習方法の開発が必要であると考える。
オ受講者の対象について
従来は,婦人会等の指導者で市町村の推薦者のみを対象にした講座であっ

たが,一定の成果が上がったため，昨年度から一般希望者の応募も受け付け，
幅広い層の受講者を受け入れるようにした。
アンケートに「市町村の推薦で来た人と，一般応募の人の取り組み方にか

なり温度差があった」というものがあった｡実際，「近頃の若いものは礼儀
を知らない」と怒りの電話をかけてきた婦人会の会長がいた。演習中，２０代
の一般応募の若い方に対等な口をきかれたのが我慢ならないという。
従来，この研修の対象は，団体。､グループのリーダーということで，ピラ
ミッドの組織のトップの部分の人々が対象になっていた。
これらの人々は，年齢層も比較的高い人々であり，長年の経験と実績を積

んでいる。しかし，性々にして昔ながらの上意下達式のシステムに陥りやす
い側面もある。
これからのリーダーは，人々の学習活動を下支えするような能力が必要に

なってくると考えている。となると指導者というよりも支援者という意味あ
いが強くなってくる。
また「このことに関しては，この人がリーダーだが，あちらのことに関し

てはこの人がリーダー」というように，現在の多様化している生涯学習の機
会の中で，リーダーを一人の人物に固定化することはできない。学習者すべ
てがそれこそ「いつでも，どこでも，だれでも」リーダーとなりうる状況に
なっていると考えられる。
これからは，リーダー・指導者の研修と銘打ったとしても，従来のように

組織のトップの人々だけを対象にした研修以上に，広く自らの意思で受講し
ようとする人々の研修も大切にすべきであろう。
オ講座終了後の支援
講座終了後，受講者の有志が自主学習グループを作り，月１，２回程度県



生涯学習指導者の研修の現状と課題６１

民プラザに集まり，学習会を継続している。市町村の公民館では，講座終了
後のサークルの結成という事例が多いが，県レベルでも研修事業終了後の学
習サークルの結成は，各地域の指導者層の交流という意味でも非常に重要で
あり，今後さらに育成・支援の方策を考えていきたいと思う。

3．課題と今後の方策

(1)研修担当者の力量の向上
当施設の職員はみな一般行政職員であり，特に専門職（社会教育主事）と
しては発令されていない。実際に講座を企画・運営する職員についてみても，
前年度まで教職員だった者，一般行政の他の部署に携わっていた者もあり，
また在籍期間わずか１年という場合もあり，必ずしも社会教育に造詣が深い
者の集団というわけでもない。
研修の企画運営をする者は,常に生涯学習に関する新しい情報をキャッチ
するとともに,自らのファシリテーター・コーディネーターとしての力量も
磨かなくてはならないと考える。
そこで，講座を企画・運営する職員自身の研修（国立教育会館社会教育研

修所・民間の研修機関・OJT・自己研修）の必要性を強く感じている。

(2)研修プログラムの工夫
言うまでもないことであるが,研修の開催時期,受講対象の明確化,講義一辺

倒にならない講座の企画などに留意し,魅力ある研修を実施することが必要
である。そのためには，しっかりとした評価もしておきたい。

(3)他部局との連携について
さわやかちば県民プラザは，知事部局の社会部の女性センター，環境部の

環境学習コーナーとの複合施設であるり，それぞれのセクションで，さまざ
まな研修や講座を企画運営している。そこで研修プログラムの作成の際には，
講師の紹介・情報交換や，研修内容についてのアドバイスなどが相互に受け
やすく，非常に役立っている。今後は他部局の機関・施設との連携をより一
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6４特集生涯学習を支える研修

習まちづくりに関わる専門的知識について研修し，市町村
の自治会などにおいて生涯学習やボランティア活動を広め
る人材の育成をめざす。


